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昆虫類の大服、はかなりの改変を受けており、その付属肢としての基本的構成を理解するのは難しい。例えば、

嶺が存在しないことから、昆虫類(さらに多足類を含めた欠触角類Atelocerata)の大腿は端肢節telopodite(転

節~前E時百)を欠き、底節coxopodite(亜基節十基節)のみからなると考えられてきた (cf.Borner， 1909)。し

かしManton(1977)は、単枝類Uniramia(有爪動物+欠触角類)の大腺は他の節足動物とは異なり全肢由来

であると主張している o はたしてどちらが正しいのだろうか一大服、と基本的な付属肢の部分間の対応に関して

は議論がさらに不十分である (Bitsch，1994)。

顎付属肢の中では最も小腿カf付属肢としての基本型をとどめており、小臆と胸肢の部分対応はイシノミ類・

シミ類の研究からほぼ議論は定まっており (Chaudonneret，1950; Bitsch， 1963)、また小胞と胸肢聞の相同制は

イシノミ類の発生過程でも明瞭に示されている (Machida，1981)。

ここでは外部観察によりイシノミ粧の大腿と小限の形成過程を比較することにより、大腺と小胞の各部分の

対応を類推する O

結果

〈小臆付属肢の発生と各部の解釈〉

1)小限原基は先方の端肢節と基方の底節に二分する。底節の正中側に二つの隆起が生じる。

2)端肢節からは転節とそれより先の環節が形成され、後に小偲費量となる。

3)底節は先方の基節と基方の亜基節に二分され、基節は軸節stipes(ここでは着基palpiferを含める)である:

底節正中側に形成されたこつの隆起(内方のものは内葉lacinia、外方のものは外葉galea)は形態学的に基

節内葉coxalenditesと解釈されている (Bitsch，1963)。

4)亜基節は前後に二分される。この後方部は蝶銃防cardo、前方部は小胞と頭函をつなぐ膜質構造である。

〈大腿、付属肢の発生〉

1)大腰、原基には小限付属肢の端肢節に対応する部分は分化しない。

2)大腿付属肢は二分される。基部の部分はさらに前後に分割される:前方部は大1思と頭函をつなぐ膜質構造、

後方部はおそらく大限、基部のクチクラ摺で区画される小部分となる。

3)小腰、内葉と外葉に対応して、大限付属肢の正中側には臼歯molarと切歯incisorが分化する。

考察および結論

1)大隠は端肢節を欠き、底節のみからなる:大腿の全肢性は否定される。

2)切歯と臼歯は底節内葉coxopodialendites (基節内葉?: Crampton， 1921を支持):他の節足動物同様、大胞

の機能部は顎基gnathobase。

3)大臆の大部分は小限の軸節に相同の基節。

4)大腿付属肢の基部に区画される小部分は亜基節。

5)盟基節の後方部は小腺の蝶銃蹄と相同。

* Abstract of paper read at the 31st Annual Meeting of Arthropodan Embryological Society of Japan， June 

1-2， 1995 (Higashi-izu， Shizuoka) . 
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6)小腰、におけるのと同様に、豆暴露患の前方言s!立大目思と毅磁をつなぐ膜質構造(俊u板的)。

7)大腺の膜質構造部は双関節丘類Dicondyliaの前関節丘部に対応?:単関節Ji類Monocondylia(イシノミ類)

製大胞から双関節丘類型大腺への移行はこの膜質部の硬質化?

本研究は成茂動物科学振興基金(平成 6年度)の補助を受けたり
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